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１．米ドル 国際為替部　為替営業第一チーム　隈 のどか

（1）今週の予想レンジ： ～ 円

（2）ポイント【先週の回顧と今週の見通し】

（3）先週までの相場の推移

先週（7/13～7/17）の値動き： 円 円 円
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今週の為替相場見通し（2026年7月21日）
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総括表 今週の予想レンジ
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先週のドル/円は、162円台前半を中心に小動きとなった。週初13日、早朝に米国によるイラン攻撃
報道を受け、原油価格の急伸に伴いドル/円は161.91円でオープン。米重要経済指標の発表を控
え方向感に欠ける推移となるなか、木原官房長官のGPIFを巡る発言に日本市場への資金流入期
待が後退するとドル/円は上昇し、海外時間には、原油価格の一段高を背景に、162円台半ばまで
上伸した。14日、片山財務相のGPIF関連発言や好調な日本国債入札を受け一時円買い優勢、海
外時間には、米6月消費者物価指数（CPI）が市場予想を下回り、ドル/円は週安値となる161.60円
に一時急落するも、ウォーシュFRB議長のタカ派発言を受け162円台前半まで買い戻された。15日、
ドル/円は仲値後に162円を割り込む場面も見られたが、中東情勢の緊迫化を背景とした原油高がド
ル/円を下支えした。海外時間には、米6月生産者物価指数（PPI）の軟調な結果を受けドル売り優勢
となったが、トランプ米大統領による空爆継続発言を材料に162円台前半まで反発。16日、ドル/円
は162円台前半を中心に揉み合い。海外時間には、米新規失業保険申請件数が市場予想を上回
る内容となり、ドル/円は週高値の162.54円をつけた。17日、原油高がドルを支える一方、本邦当局
による為替介入への警戒感が上値を押さえて動意なく推移し、ドル/円は162.35円でクローズした。

今週のドル/円は、方向感に乏しい展開を予想。先週発表された米経済指標が市場予想を下回り、
米国のインフレ圧力への警戒感が和らいだことに加え、本邦では「骨太の方針」原案の修正などを
受け、積極的なドル買い材料は限られよう。また、ドル/円が162.84円の高値圏に接近する局面にお
いては、為替介入への警戒感が強まり、上値を追う展開とはなりにくい。今週は24日(金)には6月全
国CPIが発表予定。強い結果となれば、本邦追加利上げ観測が高まり、円買いが優勢となるだろう。
同日には米6月PMIも発表予定で、景況感の悪化が示されればドル/円の上値は重くなろう。次回
FOMCでは政策金利据え置きが9割程度織り込まれており、市場予想を上回る内容となれば、米景
気の底堅さが改めて意識され、ドル買いが再び強まる展開も想定される。昨日はイエメンのフーシ派
がサウジアラビアに対し海上封鎖を実施すると表明するなど、中東情勢への緊張が再燃している。
再来週にはFOMCと日銀金融政策決定会合を控えており、市場では様子見姿勢が強まりやすいた
め、突発的なヘッドラインには警戒したい。
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お客さま各位 
ここではレポートの一部をご紹介 
しています。 
レポート全ページをご希望の方は、 
お取引いただいているみずほ銀行の

お取扱店、またはお取引担当部まで 
お問い合わせください。 
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